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ａ あなたは自分が積極的だと感じていますか。 １ ２ ３ ４ ５
ｂ あなたは周囲の友達と協力することが得意ですか。 １ ２ ３ ４ ５
ｃ あなたは自分のことは自分で取り組もうと思いますか。 １ ２ ３ ４ ５
ｄ あなたは自分で自分が上手に踊れていると思いますか。 １ ２ ３ ４ ５


























































































































































































































































































項目 積極性 協調性 自主性 自己評価 愛着
月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月





















































































































































































































項目 鳴子 リズム感 腕の伸び ステップ 表情
月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月 ７月 11月
合計（点） 21 35 25 34 25 36 28 34 26 37
※「点数が高いほど良い結果を示す評価」として定義。
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た。今までならありえない。
「H.A.女子生徒①」
友達も増えたし、自分から話しかけるように
なった。学校でも、人目のある所でも踊れるぐら
い度胸がついた。よさこいを始める前より、明る
くなったこともあり、毎日が楽しいと思う。
「H.A.保護者①」
授業ではなかなか手を挙げられないようだが、
体育や運動となると、リーダーシップを発揮でき
るようになってきた様子。周囲の意見をよく聞く
ようになった。よさこいだけでなく、そう言った
人間関係からも刺激を受けて、上を目指すように
なった。
「I.R.女子生徒」
ずっと、踊ることに興味があったけど、自分は
そんなキャラではないし、人に見られるのも恥ず
かしいと思っていた。毎年音楽会もすごく緊張し
ていたが、あまり緊張しなくなった。学校でもよ
く発表するようになってきた。よさこいを始めて
から、踊れるようになったし、お客さんに見ても
らいたいと思うようになった。やりたいことと
か、気持ちを伝えられるようになった。始めたと
きは、本番にて人前で踊ることが恥ずかしく感じ
てしまい、「普及させたくない」と思っていた。
しかし、何度も何度も踊って、大きなお祭りにも
出演して、お客さんに見てもらうことが嬉しく
なってきた。お客さんに楽しんでもらいたいし、
もっとたくさんの人によさこいを知ってもらいた
いと思うようになった。
「I.R.保護者」
大人しく、控えめな性格で、舞台に上がるなん
て考えられない子だった。自分の感情を人前にあ
まり出さない子だったが、出せるようになってき
ている。異年齢の子と関りを持つようになった。
家でテレビを見ている時や朝ご飯中、歯磨きをす
る前等ふとした時に踊りだすようになった。妹が
先にやりたいと言い出したが、見学に行くことを
頑なに拒んでいた。理由は、見てしまったら絶対
「やりたい」と思ってしまうから。踊っている自
分が好きで、楽しいと思っている。
「K.S.女子生徒」
違う学年だけでなく、違う小学校の友達もでき
た。よさこいを通して友達ができることが嬉しい。
「K.S.保護者」
新しく入ってきた子達に負けたくないからと、
家で練習を始めるようになった。よさこいの準備
は自分自身でやるようになった。スマイル賞が欲
しいから、目標を持って踊るようになった。
「N.N.女子生徒」
前は人前に立つと緊張していた。自分から進ん
で何かをやることが出来ないことのほうが多かっ
た。今は目立つパートもやりたいって思えるし、
手を挙げられるようになった。総踊りも、以前は
後ろの目立たないところで踊っていたが、今は前
の方に行きたいと思える。また、体が柔らかくな
り、体育の授業で足を上げるなど等の動きの時に
活躍できるようになった。学校ではよさこいクラ
ブに所属し、率先して振りをメンバーに教えてい
る。
「N.N.保護者」
自分のことだけでなく、妹を含む周りの年下の
子どもたちのお世話ができるようになった。人見
知りの強い子だが、慣れるのが早くなった。参加
型イベントにて「いっておいでよ」と声をかけて
も以前は絶対に行かなかったが、今は自主的に参
加することも増えた。
「H.A.女子生徒②」
楽しいことも嬉しいこともいっぱいあるけど、
地元で踊ると学校の子達が見に来て、からかわれ
るのが嫌だ。でもそれで会話につながることもあ
る。「見たで」「いつ練習してるん？」など。
「H.A.保護者②」
よさこいのある日は遊びに出ていても早く帰っ
てくるし、準備が早い。今まで時間に対してルー
ズな面があったが、時間を守れるようになった。
自分より小さな子が周りにいることが増えたか
ら、面倒見がよくなった。ダンスをずっと習って
いるが、よさこいを始めてからダンスでも褒めら
れることが増えた（大きく踊れるようになった・
笑顔が自然に出せるようになった等）。
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「K.H.女子生徒」
始めたばかりで全然分からないけど一つだけ変
わったことがある。それは、チームで活動する時
はみんなと合わせないといけないと分かったこ
と。好きな時に休憩したり遊んだり、お腹がすい
たらご飯を食べたりするのではなくて、チームの
みんなのことを考えて動かないといけないことが
分かった。
「K.H.保護者」
自分のことばかりを話す子だったが、チームに
入ってからは周りの子を気に掛けるようになり、
周りの子の話題を出すことも増えた。
「S.S.女子生徒」
ダンスでも笑顔で踊れるようになった。スマイ
ル賞があったから笑うようにしようと思えた。笑
顔で踊るだけで、同じ踊りでも光って見えるよう
になると分かった。
「S.S.保護者」
舞台上で笑顔を作ることが上手になった。口に
はまだ出せないが、「センターで踊りたい」とい
う自己表現ができるようになった。
「M.Y.女子生徒」
友達ができた。みんな上手で、自分も頑張ろう
と思えるようになった。
「M.Y.保護者」
もともと負けず嫌いな性格ではあったが、積極
的ではないため、その感情を口に出すことがな
かった。周りの子達が踊れているのを見て、悔し
さから号泣し、家で自ら教本DVDを流し、猛特
訓をしていた。まだまだ積極的ではないが、積極
性は出てきたと感じた。
その中でも、よさこいに取り組む以前と取り組
んで以後の動きの違いについて興味深かった３名
の女子生徒におけるインタビュー内容を抽出し、
女子生徒の保護者へのインタビュー、担当指導者
のよさこいの動きへの講評などを示した。
Ｂ．T.N.女子生徒および保護者に対する担当指導
者のよさこいの動きへの講評について
T.N. 女子生徒（以下：T.N.）のインタビュー調
査より、全体的に T.N. はよさこいを通して積極
性が増していることが窺え、さまざまな取り組み
に対する自信が持てるようになったことは明らか
である。やはり、よさこいの動きが持っている独
特な感性が、大勢の観客の前で踊るという体験が
積み重なることにより、舞台上での経験値に大き
く影響を与えているはずであると考えられる。実
際のところ、最高学年であったためソロパートを
任されていたり、普段の練習においてもリーダー
的な役割を担ったりしていることが自信につな
がっている。最終的な結果として、積極的な行動
や活発な発言が垣間見られるようになったのでは
ないかといえる。
Ｃ．I.R.女子生徒および保護者に対する担当指導
者のよさこいの動きへの講評について
I.R. 女子生徒（以下：I.R.）のインタビュー結
果から、よさこいを通して I.R. においても積極
性が向上していることは調査より読み取れる。こ
れまで I.R. は元々自分を表現したい気持ちはあ
るが、どうしても恥ずかしさが勝っているため表
現することが億劫になっていた。しかしながら、
よさこいを始めたことをきっかけに少しずつでは
あるが、指導者も驚くような発言や行動が表現で
きるようになってきた。特に、I.R. に関しては人
前に出る経験がほとんどなかったため、本研究の
調査を実施した７月の時点では「普及させたくな
い」という意見を述べていたが、11月には「普
及させたい」に心境の変化が見られていたことか
らも、よさこいの踊りを通して精神面での取り組
みに大きな影響を与えたことが明らかとなった。
Ｄ．N.N.女子生徒および保護者に対する担当指
導者のよさこいの動きへの講評について
N.N. 女子生徒（以下：N.N.）におけるインタ
ビュー内容として、N.N. はよさこいを通して日
常生活（学校生活を含む）での行動など、積極性・
協調性・自主性の面で大幅な変化を示しているこ
とが明白である。事実、以前はフォーメーション
決定時、最前列で踊ることを嫌がり、必ず２列目
以降に並んでいたが、現在は自分から最前列に出
てくるほど積極的な行動を取れるようになったこ
とからも窺える。
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Ｅ．インタビュー調査（まとめ）
最後にインタビュー調査についてまとめると、
全体的に積極性の向上が強く窺える結果であった
が、その他にも自主性や協調性の変化も話の中で
垣間見ることができた。それは主に大勢の観客の
前で踊るという体験が積み重なる舞台上での経験
が関連しているといえる。また、自身のスキルが
向上したことからも自信がつき積極性が増したも
のと考えられる。さらに、インタビュー調査にて
心身の上達を観察することができた。
よって、本研究で取り上げたよさこい指導に関
する取り組みの特徴については、全体的に女子生
徒の積極性や協調性に対して一定の成果が得られ
たことから、少なからず身体面（スキル向上など）
および精神面（表情や踊りなど）に良い影響を与
えている活動であることが明らかとなった。これ
は、いわゆるよさこい動作におけるスキルアップ
により自信がついたことや、個人よりもチームで
あることの意識が高まった教え合い活動が、それ
ぞれの積極性や協調性につながる取り組みに影響
を与えたことは間違いない。
今後の課題として、よさこいの動きに関連があ
る「からだ」の面については一定の傾向を把握す
ることができたため、アンケート調査、スキル調
査、インタビュー調査からでは読み取ることが難
しかった「心」の面の変化に対する調査（数値化
など）を実施する必要があると考えられる。
Ⅳ．まとめ
本研究ではU小学校の解放団体であるよさこ
いチームに所属する小学校高学年の女子生徒を対
象に「よさこい指導」を実施し、よさこいに関す
るアンケート調査、スキル調査およびインタ
ビュー調査を行い、よさこいが子どもの心（協調
性や積極性など）とからだ（表情や踊りのスキル
など）に与える効果には、どのような関連性がみ
られるのかについて明らかにすることを目的と
し、概ね以下の結果が得られた。
１）よさこい歴を学年別に分類すると、小学４年
生は2.1±3.4年、小学５年生が2.0±1.8年、
６年生は2.4±0.8年を示した。
２）よさこい以外の習い事について、習い事をし
ていると回答した３名（約27.3%）が競技ス
ポーツであるバドミントンを行っていた反
面、残りの８名（約72.7%）はダンス以外の
習い事は実施していないことが示された。ま
た、その他のダンスのジャンルを習っている
女子生徒の割合としては、約54.4％（６名の
生徒が回答）を示しており、ジャズダンスお
よびヒップホップダンスそれぞれが約50%
（５割）を示す回答となった。
３）よさこい全般に関する質問を「積極性」、「協
調性」、「自主性」、「自己評価」、「愛着」の５
項目に設定した上で、その結果を示した。こ
こでは低値が高評価であるため、協調性（24
点から21点）、自己評価（29点から28点）、
愛着（12点から11点）に高評価が得られた。
同様に、積極性（25点から27点）および自
主性（18点から23点）は低評価であった。
４）よさこいの普及に関して、７月に実施した調
査では「はい」と答えた女子生徒は90.9％（約
９割、10名）、「いいえ」と回答した女子生
徒は9.1％（約１割弱、１名）であった。また、
３か月半経過後の11月における調査におい
て、「はい」と答えた女子生徒は100.0％（10
割、11名）を示した。
５）よさこいの普及に対する意見として多く挙
がっていた項目は、「大勢で踊ると楽しいか
ら」を筆頭に、「踊る楽しさを知ってほしい」、
「観客に楽しんでもらいたい」などの意見を
含む内容が示された。なお、調査前は「大勢
で踊ると楽しいから」という自分に焦点をあ
てた意見が主であったが、調査後は「観客に
楽しんでもらいたい」とした観客に焦点をあ
てた意見が述べられた。
６）スキル調査においては、指導者が独自に設定
した項目を用いて評価（点数が高い方が高評
価）を示した。それぞれ「鳴子」は21点か
ら35点、「リズム感」は25点から34点、「腕
の伸び」は25点から36点、「ステップ」は28
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点から34点、「表情」は26点から37点という
結果であったことから、全項目の値が向上し
た。
７）インタビュー調査では、全体的に積極性の向
上が強く窺え、次いで自主性や協調性の変化
も話の中で垣間見ることができた。それは主
に大勢の観客の前で踊るという体験が積み重
なる舞台上での経験が関連しているため、自
身のスキルが向上したことからも自信がつき
積極性が増した結果となった。そして、イン
タビュー調査にて心身の上達を観察すること
ができた。
以上の結果より、よさこい指導は全体的に女子
生徒の積極性や協調性に対して一定の成果が得ら
れたことから、少なからず身体面（スキル向上な
ど）および精神面（表情や踊りなど）に良い影響
を与えている活動であることが明らかとなった。
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